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研究成果の概要（和文）：GIS、GPS、レーザ測量、高解像度衛星画像の地理空間情報技術を用

いることで、森林生態系に関する詳細な情報を正確かつ高精度で収集、解析、管理する「精密

森林管理システム」を構築した。単木、林分、景観の空間スケールについて一連の情報処理作

業をシステム化した。東京大学北海道演習林をフィールドとして精密森林管理システムを設

計・実証し、持続的森林管理のための科学的意思決定を支援する情報基盤を提示した。 
 
研究成果の概要（英文）：A precision forestry system was developed using innovative 
geospatial information technologies including GIS, GPS, laser surveying and high 
resolution satellite imagery to collect, analyze, and manage the detailed information on 
forest ecosystems with high precision and accuracy. A series of data processing operations 
were systemized on different spatial scales (tree, stand and landscape). By designing and 
demonstrating the system at the University of Tokyo Hokkaido Forest, an intelligent basis 
to support scientific decision making for sustainable forest management was presented. 
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精密森林管理 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 広域で多様、複雑な特性を持つ森林生態
系の持続的管理において、森林の状態や量に
関する詳細かつ正確な情報は管理意思決定
の科学的根拠をなすものである。そこで最近、
GIS（地理情報システム）や GPS（全地球測
位システム）、レーザ測量、高解像度衛星画
像といった革新的な地理空間情報技術を駆
使して高精度の森林情報を収集、解析、管理

し、個々の森林の状態に即したきめ細かな管
理を実現しようとする取り組みが世界的に
進行している。このような森林管理の方法を
精密森林管理（precision forest management）
という。 
 
(2)  農学分野では精密農法（ precision 
farming）が広く知られており、多数の研究
がみられる。一方、精密森林管理に関する研
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